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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は、日欧各国地域において市場経済形成期に顕在化する家の存在を、より実証的に明
らかにすることを目的とする。独自の歴史的存在である家業・家産・家名の継承をおこなう日
本の「イエ」を基点に、家の普遍的要素である直系家族・農業経営組織体・住居を準拠枠とし
て、南仏ピレネー地域における文字通りの「家」の発見に始まり、中欧（ドイツ北部）および
北欧（フィンランド）でも日本の「イエ」に匹敵する存在（「大きい家 Grand House」）を実証
した。 
研究成果の概要（英文）： 

This study aims to prove how a family-household system came into being and what 
physical form it took in the regions of Japan and Europe in the period of the transition 
to the Market economy. Based on, the Japanese ‘Ie’ which is responsible for succession 
of business, property and name, we set axes of lineal family, farming organism and housing 
for the parallel and contrast. As a result, we proved that northern Europe Finland), 
central Europe (northern Germany) and southern Europe (Pyrenees districts) have the 
equivalent of Japanese ‘Ie’ (‘Grand House’). 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、基本的には萌芽研究「西洋にお
ける『イエ』の発見」（平成 19〜20年度）の
発展型である。本萌芽研究では、家業・家産・
家名の継承をおこなう日本の「イエ」が独自
の歴史的存在であることをあらためて確認
した。他方、家の普遍的要素である直系家
族・農業経営組織体・住居の観点では、北欧・

中欧・南欧いずれでも日本の「イエ」に匹敵
する存在（「大きい家 Grand House」）を見出
した。また従来、家的要素が比較的希薄とさ
れている北西欧諸国、とくにイギリスにおい
ても、家の表象というべき「家族の土地 
family land」を、少なくとも近世期まで検
出している。くわえて家を成り立たせる親族
集団が、１つの村落や教区に限定されず、周
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縁地域全体で実体を発見できることも明ら
かにした（高橋「歴史的実態としての共同性
再発掘」2009 年：業績 4）。研究開始時点で
は、以上のような背景があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、萌芽研究「西洋における『イエ』
の発見」の発展プロジェクトであり、日欧各
国地域において市場経済形成期に顕在化す
る家の存在を、より実証的に明らかにするこ
とを目的とする。われわれは、市場経済化に
対応する村落社会の変貌を「家」という基層
部分に着目して比較分析しようと考えるも
のであり、近年の小農理論的把握では捉えき
れない近代的市場経済社会出現の複雑なプ
ロセス自身を比較研究しようとするもので
もある。本研究計画では、１）経済史および
複数分野で混乱している日本の「イエ」研究
を整理し、２）市場経済形成期の日・欧各地
域における家々を直系家族・農業経営組織
体・住居を対比軸として歴史学的に抽出し直
し、３）「家」という観点から農村社会の市
場経済化を再構成する。 
３．研究の方法 
 本研究は、日本からの問題発信として西洋
社会における「家」の発見活動をおこなった
科研費萌芽研究の発展プロジェクトである。
萌芽研究は、日欧各国地域で市場経済形成期
に顕在化する家について新たな観点かとら
え直すことを主目的としたが、本プロジェク
トは、その本格的実証をおこなう。具体的に
は、日本の「イエ」についても論争と検証作
業が継続中であり、その整理が必要である。
このことが萌芽研究における予備調査で判
明した。したがって、本研究計画ではまずそ
の作業をおこなう。この、「家」の発見、を
円滑におこなうため、国内外での入念な研究
打ち合わせを重視する。その上で、国内調
査・研究および定期的な会合を主軸に、適宜
必要の生まれた項目に関しての国外での会
合および調査・研究を骨子として実施される。 
 なお、以下のような技法を採用した。 
〈対比研究〉法。この方法は、相互の独自性
を認めた上で相互の相違・共通性を発見して
いこうという問題意識に由来する。研究対象
とその研究者双方にその姿勢が適用される。
したがって通常の比較法のような対象同士
に異なる特徴を見出す姿勢はとらない。異な
る国・文化を背負う研究者同士における異文
化コミュニケーションを前提にする研究技
法である。 
 主要作業は、既存データの新たな観点から
のとらえ直しである。学説史整理の後、先行
研究プロジェクトにおける基点・重点対象地
域で得られた「家」の準拠枠を軸に、今回の
対比対象地域における既存データを読み返
し分析し直すという内容である。したがって、

基本姿勢は、文献資料に基づく伝統的な歴史
研究であるが、同時に以下の独自な分析新技
術を用いる。 
1〕 日欧村落高次統合型家系譜データベース
生成：従来の研究成果でもある日英の社会経
済史情報データベースを基礎にして、既存の
家系譜データネットワーク（GEDCOM など）と
も連携させ、3）の居住イメージも取り込ん
だ新たな日欧高次統合家系譜データベース
を作成する。  
2］ 家に関する歴史用語の共通化：1〕と連
動する。主に英語を用いて、各国の「イエ」
もしくはそれに匹敵する事象の歴史的文脈
と研究史的系譜とを取込む用語集をもうけ
る。歴史用語の国際共通化により、研究の円
滑化を図る。国際ビデオ会議会場を兼ねた研
究専用の HP を利用する。 
3〕 住居の歴史情報蒐集・検証のための現
地実態調査：1〕を基礎データにして国際比
近世・近代期日欧村落社会における住居史の
資料収集・現地実態調査をおこなう。 
 
４．研究成果 
 本研究は、日欧各国地域において市場経済
形成期に顕在化する家の存在を、より実証的
に明らかにした。 
 独自の歴史的存在である家業・家産・家名
の継承をおこなう日本の「イエ」を基点に、
家の普遍的要素である直系家族・農業経営組
織体・住居を準拠枠として、南仏ピレネー地
域における文字通りの「家」の発見に始まり、
中欧（ドイツ北部）および北欧（フィンラン
ド）でも日本の「イエ」に匹敵する存在（「大
きい家 Grand House」）を実証した。 
 その具体的データの一部は 2 つの国際学
会 European SocialScience History 
Conference( ヨ ー ロ ッ パ 社 会 科 学 史 学
会)2012 年 4 月グラスゴー大会および 8 月
ポルトガル・リスボンでの国際会議 I 
nternational Rural Sociology Congress（世
界農村社会学会議）でそれぞれセッションを
組織し報告した。さらに、2013年 2月にはフ
ランス・セルジー＝ポントワーズ大学におけ
る国際セミナーで、プロジェクト全体を総括
した。これらの報告の内容は、 Motoyasu 
Takahashi, ed., Finding‘Ie’in Western 
Society:Historical empirical study for 
the paralleling and contrasting between 
Japan and Europe (Matsuyama, 2013 March)
として公刊している。一方で、上記「家の発
見」プロジェクトの進展により新史料の「蔵
開け」による発見（長野県上田市下塩尻母袋
剛介氏文書）を含めデータ蓄積のみならず、
国内外シンポジウムの累積・研究者間交流の
緊密化・近接プロジェクトとの提携ならびに
隣接学問領域研究・データ互換を通じ、より
多角高次元のアプローチが可能となってい



る。 
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